
主担当 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 ７月結果 アンケート結果からの分析と課題

１ ① 積極的な声かけ・挨拶を通じて、円
滑な人間関係の構築を図る。

全教職員 【成果指標】
授業の挨拶等ができた生徒の割合

授業の挨拶等ができた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

（73)％
（C）判定

昨年と比べて大きな変化はない。教員や
保護者の指導声掛けに対して、生徒の肯
定的意見の割合が低い。クラスや授業
で、再確認・徹底する。

② 無断欠席・遅刻防止のために、家庭
との連携を密にするとともに、学校
全体として「時間を守る」生活習慣
を身につけさせる。

生徒課
各担任

【成果指標】
年間１０回以上遅刻する生徒の数
を昨年度の２３名より半減する。

年間遅刻回数１０回以上の生徒数が
Ａ １２名未満
Ｂ １２名～１７名
Ｃ １８名～２３名
Ｄ ２４名以上

年度末に評価

③ 多様な生徒がいることを相互に認め
合う環境作りに取組む。

保健相談課
全教職員

【成果指標】
個別支援計画の案を1学期末まで
に完成し、保護者懇談で保護者と
確認しあう。

個別支援計画の案の作成が1学期末までに完成できた
クラスが
Ａ ９０パーセント以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

年度末に評価

④ 人権尊重・いじめ防止に関するさま
ざまな課題に取り組む。

生徒課
相談課
全教職員

【満足度指標】
「いじめがなく安心できる学校で
ある」と感じている生徒の割合が
高い。

「いじめがなく安心できる学校である」と感じている
生徒の割合が
Ａ　９５％以上
Ｂ　９０％～９４％
Ｃ　８５％～８９％
Ｄ　８５％未満

（76)%
（D)判定

昨年までは教員に対する質問項目であった
が、今年から生徒がどのように感じている
かを重視した。昨年との比較データはない
が、肯定的な意見が76％にとどまった。い
じめアンケートなどを行い、要望、早期発
見、早期対応に努めたい。

⑤ 自転車乗車マナーの向上を通じて、
規律を尊重する態度を養う。

生徒課
各学年

【成果指標】
県警による交通違反指導件数を昨
年度の１７件より半減する。

年間交通違反指導件数が
Ａ ９件未満
Ｂ ９件～１０件
Ｃ １１件～１２件
Ｄ １３件以上

年度末に評価

２ ① 基礎学力の定着のために授業の進め
方や授業内容の工夫改善を図る。

教務課
各教科

【成果指標】
個に応じた指導や教材、教具の工
夫によって、授業内容がよく分
かったと答える生徒の割合

授業がわかりやすいと感じた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

(85)％
(B)判定

教員の肯定的な解答に対して、生徒の肯
定的な解答が若干少ない。研究授業や公
開授業などを通して、学校全体で授業改
善に取り組みたい

② 教務課
各教科

【成果指標】
教員同士が意欲的に授業を参観
し、参観後は授業者の授業改善の
基になる授業参観シートを提出

互見授業をした平均回数が
Ａ １０回以上
Ｂ ７～９回
Ｃ ４～６回
Ｄ ４回未満

現在までの平均が５回で今後目標は達成
できるであろうと思われる。

③ 教務課
各教科
各学年

【成果指標】
全ての教員がＩＣＴの活用や協働
活動の導入、双方向型の授業など
を実施し、教科会で報告し授業改
善に活かす。

ＩＣＴの活用や協働活動、双方向型授業などを取
り入れて工夫が見られるとする肯定的評価が
Ａ ８０％以上
Ｂ ７０％～７９％
Ｃ ６０％～６９％
Ｄ ６０％未満

（88）％
（A)判定

非常に多くの教員がICT等を活用して授
業を行っている。引き続き教科会や研究
協議会等で効果的な活用について共有し
たい。

④ ワークライフバランスやタイムマネ
ジメントの意識を常に忘れず、授業
や分掌の業務を効率的かつ効果的に
遂行する。

教頭 【成果指標】
ワークライフバランスやタイムマ
ネジメントを意識して業務に取り
組み、時間外勤務を縮減する。

ワークライフバランスやタイムマネジメントを意
識して業務に取り組んだ結果、時間外勤務を縮減
できたという肯定的評価が
Ａ ９５％以上
Ｂ ８５％～９４％
Ｃ ７５％～８４％
Ｄ ７５％未満

（76）％
（C)判定

実際の超過勤務時間は昨年度に比較して
一人月平均250分ほど減少しており、一
定の成果は上がっていると考えられる。
今後より一層業務の効率化に取り組んで
いく必要がある。

生徒一人ひとりの実態把握を通し
て、基本的な生活習慣の確立を図
る。

令和元年度学校経営計画に対する中間評価
石川県立内灘高等学校

重点目標 具体的取組

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

生徒の基礎学力定着に向けたＩＣ
Ｔの効果的活用法やアクティブ・
ラーニングの視点に立った授業法
などを学年や教科で共有し、効率
的な授業力向上を図る。

年間を通して、全教師が互いの授業
を参観し、課題意識を持って授業改
善に取組む。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法



主担当 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判断基準 アンケート結果からの分析と課題

３ ① ３年間を見通した指導計画に基づ
き、能力・適性に応じた支援・指導
を、外部人材の助力も得ながら行
う。

進路課
各学年

【成果指標】
自分の進路に関心を持つようにな
り、将来を前向きに考えられるよう
になった生徒の割合

進路意識が向上した生徒が
Ａ ８５％以上
Ｂ ６５％～８４％
Ｃ ４５％～６４％
Ｄ ４５％未満

（75）％
（B)判定

昨年と比べて大きな変化はない。学年別
で見ると、現在の２年生の肯定的な評価
が高い。様々な進路行事や社会人講話、
地域交流などを活用して早期から進路意
識の向上につなげたい。

② ハローワークや地域の企業等と連携
して、就業の支援・指導を行う。

進路課
各学年

【成果指標】
2月末現在の就職決定率

就職希望者の決定率が
Ａ １００％
Ｂ ９５％～９９％
Ｃ ９０％～９４％
Ｄ ９０％未満

年度末に評価

③ 最新の進路情報を提供し、適性に
合った進路実現につなげる。

進路課
各学年

【成果指標】
2月末現在の進学決定率

進学希望者の決定率が
Ａ １００％
Ｂ ９５％～９９％
Ｃ ９０％～９４％
Ｄ ９０％未満

年度末に評価

４ ① 学校への関心・理解を深めるため、
ＰＴＡ総会や学校公開週間、文化祭
等の参加者を増加させる。

総務課
教務課

【成果指標】
来校者（保護者・地域の方・同窓
生）の延べ人数及びＰＴＡ総会の
来校者数

来校者（保護者・地域の方・同窓生）
の延べ人数が
Ａ ７００名以上
Ｂ ６５０名～６９９名
Ｃ ６００名～６４９名
Ｄ ５９９名未満

ＰＴＡ総会の来校者数が
Ａ ５０名以上
Ｂ ４０名～４９名
Ｃ ３０名～３９名
Ｄ ３０名未満

年度末に評価

② 地域活動へ積極的に参加するととも
に、地域と連携した課外活動やボラ
ンティア活動・防災活動を企画・実
践する。

生徒課
各部顧問
総務課

【努力指標】
地域に出向いて連携した活動の回
数及び参加した生徒の延べ人数

地域に出向いて連携した活動の回数が
Ａ ３０回以上
Ｂ ２５回～２９回
Ｃ ２０回～２４回
Ｄ ２０回未満

参加生徒の延べ人数が
Ａ １０００名以上
Ｂ ９００名～９９９名
Ｃ ８００名～８９９名
Ｄ ８００名未満

年度末に評価

③ 地元中学校との交流を企画し、体験
入学などを通して本校をＰＲする。

教務課
総務課

【成果指標】
体験入学や学校公開等に参加する
中学生の延べ人数
地域の中学校との交流企画の回数

中学生の参加者数が
Ａ ７５０名以上
Ｂ ７００名～７４９名
Ｃ ６５０名～６９９名
Ｄ ６４９名未満

地域の中学校との交流の回数が
Ａ １０回以上
Ｂ ８回～９回
Ｃ ６回～７回
Ｄ ６回未満

年度末に評価

重点目標 具体的取組

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

最新の進路情報の提供や同窓会と
の積極的連携により、社会人とし
ての心構えを学び、早期から進路
意識の高揚を図る。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

地域から信頼され、必要される学
校となるために、地域行事に積極
的に参画し、地域防災にも貢献す
る態度を養う。


